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県収入証紙により徴収した使用料及び手数料調

区 分
令和６年度

令和７年度

(令和７年７月31日 現在)

件 数 件 数

手数料（依頼試験） １，２５８ １８１

使用料（機器使用） ５，０２９ １，８２７

使用料（研修施設等） １８８ ３１
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預 金 調

（ 令和７年７月31日現在）

金融機関名 預金種類 口座番号 口座名義人 残 高 (円) 摘 要

スルガ銀行

富士吉原支店

無利息型普通

預金

2837415 富士工業技術支

援センター資金

前渡者 田中伸

佳

0前渡資金の受け

入れ用

スルガ銀行

富士吉原支店

無利息型普通

預金

2837414 （自振口）富士

工業技術支援セ

ンター資金前渡

者 田中伸佳

0公共料金等の口

座振替用

残 高 合 計 0

137



（令和7年7月31日現在）

（単位：枚、円）

枚数 金　額 枚数 金　額 枚数 金　額 枚数 金　額 枚数 金　額 枚数 金　額 枚数 金　額

2円券 11 22 0 0 6 12 5 10 4 8 8 16 1 2

5円券 2 10 0 0 2 10 0 0 0 0 0 0 0 0

10円券 1 10 0 0 1 10 0 0 1 10 1 10 0 0

16円券 0 0 0 0 0 0 0 0 5 80 4 64 1 16

20円券 3 60 0 0 1 20 2 40 0 0 0 0 2 40

52円券 2 104 0 0 1 52 1 52 0 0 1 52 0 0

84円券 3 252 0 0 3 252 0 0 0 0 0 0 0 0

92円券 13 1,196 0 0 2 184 11 1,012 0 0 4 368 7 644

120円券 5 600 0 0 0 0 5 600 0 0 1 120 4 480

計 2,254 0 540 1,714 98 630 1,182

郵　券　等　受　払　調

前　　年　　度 本　　年　　度

繰　　越 受　　入 払　　出 繰　　越 受　　入 払　　出 差引現在高区　　分 種　　類 摘　要

郵　　券
文書送付用
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Administrator
テキストボックス

Administrator
テキストボックス
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Administrator
テキストボックス

Administrator
テキストボックス
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Administrator
テキストボックス

Administrator
テキストボックス

Administrator
テキストボックス
本表は財務会計システムの不具合により誤った表示がされたため、訂正している。
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Administrator
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Administrator
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Administrator
テキストボックス

Administrator
テキストボックス



（令和6年度）

左のうち、前年度
からの繰越額分

(12) 一般会計 経済産業費 産業革新費 産業革新費 626,139

委託料 一般会計 経済産業費 商工業費 商工業費 46,526,098

計 45,678,677 47,152,237 0

(14) 一般会計 経営管理費 経営管理費 資産経営費 8,261,000

工事請負費 一般会計 経済産業費 商工業費 商工業費 4,235,000

計 1,540,000 12,496,000 0

(16)

計 0 0 0

(17) 一般会計 慶山産業費 商工業費 商工業費 6,299,700

備品購入費

計 12,553,200 6,299,700 0

(18) 一般会計 経済産業費 産業革新費 産業革新費 55,300

一般会計 経済産業費 商工業費 商工業費 244,300

計 459,250 299,600 0

(21)

計 0 0 0

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

執　 行 　済　 額　（円）

節　名 会　計 款 項 目
令和５年度 令和６年度

公有財産購入
費

負担金、補助
金及び交付金

補償、補填及
び賠償金
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（令和7年度）

（令和7年7月31日現在）

左のうち、前年度
からの繰越額分

(12) 一般会計 経済産業費 産業革新費 産業革新費 17,050

委託料 一般会計 経済産業費 商工業費 商工業費 7,507,170

計 7,524,220 0

(14)

工事請負費

計 0 0

(16)

計 0 0

(17)

備品購入費

計 0 0

(18) 一般会計 経済産業費 産業革新費 産業革新費 6,700

一般会計 経済産業費 商工業費 商工業費 26,700

計 33,400 0

(21)

計 0 0

委託料等歳出予算執行状況節別集計表

執　 行 　済　 額　（円）
節　名 会　計 款 項 目

公有財産購入費

負担金、補助金
及び交付金

補償、補填及び
賠償金
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（令和６年度）
（令和 ７ 年 ６ 月３０日現在）

（事務関係） 円 円 円 円 円

R6.5.31 710,600

R6.6.28 710,600

R6.7.31 710,600

R6.8.30 710,600

R6.9.30 710,600

R6.4.1 R6.10.31 710,600

～R6.11.29 710,600

R7.3.31 R6.12.26 710,600

R7.1.31 710,600

R7.3.5 710,600

R7.3.31 710,600

R7.4.30 710,600

小 計 8,527,200

R6.5.31 352,000

R6.6.28 352,000

R6.7.31 539,000

R6.8.30 550,000

R6.9.30 396,000

R6.4.1 R6.10.31 517,000

～R6.11.29 352,000

R7.3.31 R6.12.26 517,000

R7.1.31 352,000

R7.3.5 550,000

R7.3.31 396,000

R7.4.30 517,000

小 計 5,390,000

R6.5.31 25,960

R6.6.28 58,960

R6.7.31 104,060

R6.8.30 58,960

R6.9.30 25,960

R6.4.1 R6.10.31 136,400

～R6.11.29 25,960

R7.3.31 R6.12.26 108,460

R7.1.31 104,060

R7.3.5 58,960

R7.3.31 25,960

R7.4.30 58,960

小 計 792,660

R6.5.31 189,200

R6.6.28 330,000

〃 16,500

R6.7.31 189,200

R6.8.30 189,200

〃 16,500

R6.9.30 277,200

R6.10.31 189,200

R6.4.1 〃 16,500

～R6.11.29 242,000

R7.3.31 R6.12.26 277,200

〃 16,500

R7.1.31 1,234,200

R7.2.28 277,200

〃 16,500

R7.3.31 189,200

R7.4.30 475,200

〃 16,500

小 計 4,158,000

R6.5.31 49,500

R6.6.28 49,500

R6.7.31 49,500

R6.8.30 49,500

R6.9.30 49,500

R6.4.1 R6.10.31 49,500

～R6.11.29 49,500

R7.3.31 R6.12.26 49,500

R7.1.31 49,500

R7.3.5 247,500

R7.3.31 49,500

R7.4.30 49,500

小 計 792,000

委託料に関する調

契約金額
整理
番号

委　託
業務名

受託者
当初設計
金　　額

契約
締結
方法

契約期間 支出年月日 金　額
委託業務の

内容
摘　要

当初額
変　更
増減額

計

頁　計 19,890,379 19,659,860 0 19,659,860 頁　計 19,659,860

1
　庁舎管理業務
委託

㈱ メンテック
カンザイ

8,535,120 8,527,200 0 8,527,200 一般 管理

2
　庁舎清掃業務
委託

㈱ 丸髙フロン
ティア

5,427,945 5,390,000 0 5,390,000 一般 清掃

3
　建築物環境衛
生管理業務委託

太平ビルサー
ビス ㈱ 静岡
支店

818,400 792,660 0 792,660 随契 管理
随契１号
（少額）

4
　排水処理施設
保守管理業務委
託

東海プラント 
㈱

4,316,914 4,158,000 0 4,158,000 一般 管理
富士ｲﾝｷｭ
ﾍﾞｰﾄｾﾝﾀｰ含
む

5
　自家用電気工
作物の保安管理
業務委託

田島直電気管
理事務所

792,000 792,000 0 792,000 随契 保守点検
随契１号
（少額）
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円 円 円 円 円

R6.5.31 89,100

R6.4.1 R6.7.31 89,100

～ R6.9.30 89,100

R7.3.31 R6.11.29 89,100

R7.1.31 89,100

R7.3.31 144,100

小 計 589,600

R6.6.7 123,200

R9.6.28 123,200

R6.7.31 123,200

R6.9.3 123,200

R6.9.30 123,200

R6.4.1 R6.10.31 123,200

～R6.11.29 123,200

R7.3.31 R6.12.26 123,200

R7.1.31 123,200

R7.2.28 123,200

R7.3.31 123,200

R7.4.30 123,200

小 計 1,478,400

R6.5.31 8,800

R6.6.28 8,800

R6.7.31 8,800

R6.8.30 8,800

R6.9.30 8,800

R6.4.1 R6.10.31 8,800

～R6.11.29 8,800

R7.3.31 R6.12.26 8,800

R7.1.31 8,800

R7.3.5 8,800

R7.3.31 8,800

R7.4.25 8,800

小 計 105,600

R6.4.1 R6/09/05 2,586,100

～R7/04/07 2,902,900

R7.3.31 小 計 5,489,000

R6.4.1 R6/10/16 935,000

～R7/04/09 2,959,000

R7.3.31 小 計 3,894,000

R6.4.1 R6/08/30 1,859,000

～R7/02/05 1,859,000

R7.3.31 小 計 3,718,000

R6.4.1 R6/08/30 341,000

～R7/03/05 291,500

R7.3.31 小 計 632,500

R6.4.1 R6/10/11 352,000

～R7/03/31 352,000

R7.3.31 小 計 704,000

R6.4.1 R6/09/20 414,700

～R7/03/19 379,500

R7.3.31 小 計 794,200

R6.5.31 9,240

R6.6.28 9,240

R6.7.31 9,240

R6.8.30 9,240

R6.9.30 9,240

R6.4.9 R6.10.31 9,240

～R6.11.29 9,240

R7.3.31 R6.12.26 9,240

R7.1.31 9,240

R7.3.5 9,240

R7.3.31 9,240

R7.4.30 9,240

小 計 110,880

R6.5.20 R7.6.28 44,000

～R7.12.16 44,000

R7.3.31 小 計 88,000

R6.6.3 R6.7.31 210,100

～ R7.1.23 74,800

R7.7.31

小 計 284,900

契約金額
整理
番号

委　託
業務名

受託者
当初設計
金　　額

契約
締結
方法

契約期間 支出年月日 金　額
委託業務の

内容
摘　要

当初額
変　更
増減額

計

9

　一般・特殊空
調自動制御機器
保守点検業務委
託

日本電技 ㈱ 
静岡支店

5,489,000 5,489,000 0 5,489,000 一般 保守点検

10
　自家発電設備
保守点検業務委
託

㈱ 明電エンジ
ニアリング 静
岡支店

3,894,000 3,894,000 0 3,894,000 一般 保守点検

11
　空調設備等保
守点検業務委託

日東ｶｽﾄﾃﾞｨｱ
ﾙ・ｻｰﾋﾞｽ ㈱ 
静岡支店

4,018,080 3,718,000 0 3,718,000 一般 保守点検

12
　特殊ガス設備
保守点検業務委
託

オブリック ㈱ 682,000 682,000 -49,500 632,500 随契 保守点検
随契１号
（少額）

13
　防犯制御機器
保守点検業務委
託

日本電技 ㈱ 
静岡支店

704,000 704,000 0 704,000 随契 保守点検
随契１号
（少額）

14
　消防用設備保
守点検業務委託

深沢消防産業 
㈱

794,200 794,200 0 794,200 随契 保守点検
随契１号
（少額）

16
　自動扉開閉装
置保守点検業務
委託

中日本オー
ト・ドア ㈱

88,000 88,000 0 88,000 随契 保守点検
随契１号
（少額）

17
　クレーン設備
保守点検業務委
託

㈱ 富士熔材 284,900 284,900 0 284,900 随契 保守点検
随契１号
（少額）

頁　計 18,243,464 17,938,580 -49,500 17,889,080 頁　計 17,889,080

6
　電話設備保守
点検業務委託

㈱ 宇式通信シ
ステム 沼津営
業所

589,600 589,600 0 589,600 随契 保守点検
随契１号
（少額）

7
　エレベーター
保守点検業務委
託

日本オーチ
ス・エレベー
タ ㈱ 静岡支
店

1,478,400 1,478,400 0 1,478,400 随契 保守点検
随契２号
（不適）

8
　庁舎警備業務
委託

セコム ㈱ 105,600 105,600 0 105,600 随契 警備
随契１号
（少額）

15
　一般廃棄物運
搬処理業務委託

㈲ 熊王産業 115,684 110,880 0 110,880 随契 廃棄物処理
随契１号
（少額）
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円 円 円 円 円

R6.11.5 1,154,709 

R6.5.30 〃 207,725 

～ R7.4.25 1,223,252 

R7.3.25 〃 98,314 

小 計 2,684,000 

R6.8.19

～

R6.9.30

R6.8.19

～

R6.10.31

R6.11.28

～

R7.3.14

R6.11.28

～R7.2.20

R7.3.14

R6.11.28

～R7.1.31

R7.3.14

R6.11.28

～R7.2.28

R7.3.14

R6.11.28

～R7.2.18

R7.3.14

R6.11.28

～R7.3.31

R7.3.14

R6.11.28

～R7.2.25

R7.3.14

R7.1.28

～R7.3.13

R7.3.28

R7.1.28

～R7.4.4

R7.3.28

R7.1.27

～R7.4.4

R7.3.28

R7.1.31

～R7.4.4

R7.3.28

R7.1.31

～R7.4.4

R7.3.28

R7.2.21

～R7.4.25

R7.3.31

R7.2.21

～R7.4.4

R7.3.31

R7.3.3

～R7.4.4

R7.3.31

R7.3.3

～R7.4.30 154,000 

R7.3.31

38 件 48,221,140 47,201,737 -49,500 47,152,237 47,152,237 

0 件 0 0 0 0 0 

契約金額

事務関係計

工事関係計

整理
番号

委　託
業務名

受託者
当初設計
金　　額

契約
締結
方法

契約期間 支出年月日 金　額
委託業務の

内容
摘　要

当初額
変　更
増減額

計

18
　樹木等管理業
務委託

㈱ メンテ三井
組

3,168,000 2,684,000 0 2,684,000 一般 管理
富士ｲﾝｷｭ
ﾍﾞｰﾄｾﾝﾀｰ含
む

19
繊維長分布測定
装置点検業務委
託

東海理機㈱ 275,000 275,000 0 275,000 随契 R6.9.30 275,000 点検
随契１号
（少額）

20
紙質評価試験シ
ステム点検業務

熊谷理機㈱ 660,000 660,000 0 660,000 随契 R6.10.31 660,000 点検
随契１号
（少額）

21
高機能シート試
作装置保守点検
業務委託

㈱小林製作所 776,600 776,600 0 776,600 随契 R7.3.31 776,600 保守点検
随契１号
（少額）

22
粒度分布測定装
置点検委託

㈱富士理科 171,600 171,600 0 171,600 随契 171,600 点検
随契１号
（少額）

23
赤外分光測定装
置点検委託

㈱富士理科 252,340 252,340 0 252,340 随契 252,340 点検
随契１号
（少額）

24
原子間力顕微鏡
点検委託

㈱ダイショー 418,000 418,000 0 418,000 随契 418,000 点検
随契１号
（少額）

25
万能試験機保守
点検業務委託

東海理機㈱ 608,520 608,520 0 608,520 随契 608,520 保守点検
随契１号
（少額）

26
走査型電子顕微
鏡保守点検業務
委託

オザワ科学㈱ 1,552,221 1,552,221 0 1,552,221 随契 1,552,221 保守点検
随契２号
（不適）

27
マイクロX線CT装
置保守点検業務
委託

オザワ科学㈱ 1,180,300 1,180,300 0 1,180,300 随契 1,180,300 保守点検
随契２号
（不適）

28
産業廃棄物収
集・運搬業務委
託

日本産業廃棄
物処理㈱

55,000 55,000 0 55,000 随契 55,000 産廃処分
随契１号
（少額）

29
産業廃棄物処分
業務委託

㈱太洋サービ
ス

13,200 13,200 0 13,200 随契 13,200 産廃処分
随契１号
（少額）

30
産業廃棄物収
集・運搬及び処
分業務委託

㈱平和リサイ
クル

262,900 262,900 0 262,900 随契 262,900 産廃処分
随契１号
（少額）

31
産業廃棄物収
集・運搬及び処
分業務委託

㈱イーシーセ
ンター

72,600 72,600 0 72,600 随契 72,600 産廃処分
随契１号
（少額）

32
産業廃棄物収
集・運搬及び処
分業務委託

㈱ホクセイ 31,020 31,020 0 31,020 随契 31,020 産廃処分
随契１号
（少額）

33
排水処理施設産
業廃棄物処理業
務委託

日興サービス
㈱

231,000 231,000 0 231,000 随契 231,000 産廃処分
随契１号
（少額）

34
浄化槽清掃業務
委託

吉原衛生運輸
㈱

132,396 132,396 0 132,396 随契 132,396 浄化槽清掃
随契１号
（少額）

35
産業廃棄物収
集・運搬業務委
託

㈱クリーンコ
ントロール
サービス

72,600 72,600 0 72,600 随契 72,600 産廃処分
随契１号
（少額）

36
産業廃棄物処分
業務委託

㈱ミダック 154,000 154,000 0 154,000 随契 産廃処分
随契１号
（少額）

頁　計 10,087,297 9,603,297 0 9,603,297 頁　計 9,603,297 

合　計 38 件 48,221,140 47,201,737 -49,500 47,152,237 47,152,237 
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（令和７年度）
（令和 ７ 年 ７ 月３１日現在）

（事務関係） 円 円 円 円 円

R7.5.30 748,000

R7.4.1 R7.6.30 748,000

～ R7.7.31 748,000

R8.3.31

小 計 2,244,000

R7.5.30 374,000

R7.4.1 R7.6.30 374,000

～ R7.7.31 572,000

R8.3.31

小 計 1,320,000

R7.5.30 28,160

R7.4.1 R7.6.30 61,160

～ R7.7.31 106,260

R8.3.31

小 計 195,580

R7.5.30 193,930

R7.4.1 R7.6.30 341,330

～　　〃 17,050

R8.3.31 R7.7.31 193,930

小 計 746,240

R7.5.30 49,500

R7.4.1 R7.6.30 49,500

～ R7.7.31 49,500

R8.3.31

小 計 148,500

R7.5.30 97,350

R7.4.1 R7.7.31 97,350

～

R8.3.31

小 計 194,700

R7.5.30 132,000

R7.4.1 R7.6.30 132,000

～ R7.7.31 132,000

R8.3.31

小 計 396,000

R7.5.30 9,460

R7.4.1 R7.6.30 9,460

～ R7.7.31 9,460

R8.3.31

小 計 28,380

R7.4.1

～

R8.3.31 小 計 0

R7.4.1

～

R8.3.31 小 計 0

R7.4.1 R7/07/31 1,969,000

～

R8.3.31 小 計 1,969,000

R7.4.1

～

R8.3.31 小 計 0

R7.4.1

～

R8.3.31 小 計 0

R7.4.1

～

R8.3.31 小 計 0

R7.5.30 9,240

R7.4.8 R7.6.30 9,240

～ R7.7.31 9,240

R8.3.31

小 計 27,720

R7.4.21 R7.5.30 44,000

～

R8.3.31 小 計 44,000

R7.4.22 R7.6.30 210,100

～

R8.8.31 小 計 210,100

R7.5.29

～

R8.3.31 小 計 0

38 件 42,170,088 41,249,120 0 41,249,120 7,524,220

0 件 0 0 0 0 0

38 件 42,170,088 41,249,120 0 41,249,120 7,524,220

委託料に関する調

契約金額

事務関係計

工事関係計

合　計

整理
番号

委　託
業務名

受託者
当初設計
金　　額

契約
締結
方法

契約期間 支出年月日 金　額
委託業務の

内容
摘　要

当初額
変　更
増減額

計

1
　庁舎管理業務
委託

㈱ メンテック
カンザイ

8,976,000 8,976,000 0 8,976,000 一般 管理

2
　庁舎清掃業務
委託

㈱ 丸髙フロン
ティア

5,811,181 5,720,000 0 5,720,000 一般 清掃

3
　建築物環境衛
生管理業務委託

太平ビルサー
ビス ㈱ 静岡
支店

849,200 829,620 0 829,620 随契 管理
随契１号
（少額）

4
　排水処理施設
保守管理業務委
託

東海プラント 
㈱

4,548,772 4,342,800 0 4,342,800 一般 管理
富士ｲﾝｷｭ
ﾍﾞｰﾄｾﾝﾀｰ含
む

5
　自家用電気工
作物の保安管理
業務

田島直電気管
理事務所

792,000 792,000 0 792,000 随契 保守点検
随契１号
（少額）

6
　電話設備保守
点検業務委託

㈱ 宇式通信シ
ステム 沼津営
業所

783,200 783,200 0 783,200 随契 保守点検
随契１号
（少額）

7
　エレベーター
保守点検業務委
託

日本オーチ
ス・エレベー
タ ㈱ 静岡支
店

1,584,000 1,584,000 0 1,584,000 随契 保守点検
随契２号
（不適）

8
　庁舎警備業務
委託

セコム ㈱ 113,520 113,520 0 113,520 随契 警備
随契１号
（少額）

9
　空調・防犯制
御機器等保守点
検業無委託

日本電技 ㈱ 
静岡支店

5,377,900 5,280,000 0 5,280,000 一般 保守点検

10
　自家発電設備
保守点検業務委
託

㈱ 明電エンジ
ニアリング 静
岡支店

3,465,000 3,465,000 0 3,465,000 一般 保守点検

11
　空調設備等保
守点検業務委託

日東ｸﾞﾛｰﾌﾞｼｯﾌﾟ･
ｶｽﾄﾃﾞｨｱﾙ・ｻｰﾋﾞｽ 
㈱ 静岡支店

3,955,531 3,938,000 0 3,938,000 不随 保守点検

12
　特殊ガス設備
保守点検業務委
託

オブリック ㈱ 610,500 610,500 0 610,500 随契 保守点検
随契１号
（少額）

13
　防犯制御機器
保守点検業務委
託

日本電技 ㈱ 
静岡支店

704,000 704,000 0 704,000 随契 保守点検
随契１号
（少額）

14
　消防用設備保
守点検業務委託

深沢消防産業 
㈱

942,700 942,700 0 942,700 随契 保守点検
随契１号
（少額）

15
　一般廃棄物運
搬処理業務委託

㈲ 熊王産業 115,684 110,880 0 110,880 随契 廃棄物処理
随契１号
（少額）

16
　自動扉開閉装
置保守点検業務
委託

中日本オー
ト・ドア ㈱

88,000 88,000 0 88,000 随契 保守点検
随契１号
（少額）

17
　クレーン設備
保守点検業務委
託

㈱ 富士熔材 284,900 284,900 0 284,900 随契 保守点検
随契１号
（少額）

18
　樹木等管理業
務委託

㈱ メンテ三井
組

3,168,000 2,684,000 0 2,684,000 一般 管理
富士ｲﾝｷｭ
ﾍﾞｰﾄｾﾝﾀｰ含
む
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整理
番号

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額 支出年月日

円

1
サンフロント２１懇話会年
会費

静岡新聞社・静岡放送サン
フロント２１懇話会

入会案内 年会費 10,000 R6.4.30

2
プラスチック成形加工学会
第３５回年次大会参加費

一般社団法人プラスチック
成形加工学会

開催案内 講演会 23,000 R6.5.20

3
保護具着用管理責任者研修
受講料

富士工業技術支援センター
資金前渡者

開催案内 講習会 24,000 R6.5.28

4
セルロース学会第３１回年
次大会参加費

セルロース学会第３１回年
次大会実行委員会実行委員
長

開催案内 講習会 10,000 R6.5.30

5
５ｔ未満のクレーン運転業
務特別教育受講料

富士工業技術支援センター
資金前渡者

開催案内 講演会 17,500 R6.6.14

6
第９１回紙パルプ研究発表
会参加費

紙パルプ技術協会 開催案内 講習会 15,700 R6.7.8

7
玉掛け技能講習（一般コー
ス）受講料

富士工業技術支援センター
資金前渡者

開催案内 講習会 28,800 R6.8.1

8
進化的画像処理による画像
処理の最適化技術受講料

独立行政法人高齢・障害・
求職者雇用支援機構　高度
訓練センター

開催案内 講習会 22,500 R6.10.18

9
第５６回繊維学会紙パルプ
シンポジウム参加費

繊維学会紙パルプ研究委員
会実行委員長

開催案内 講習会 8,000 R6.11.29

10
第７期ナノセルロース塾参
加費

ナノセルロースジャパン　
会長

開催案内 講習会 20,000 R7.1.31

11 化学物質管理者講習受講料 株式会社　ウェルネット 開催案内 講演会 18,700 R7.1.31

12
第７５回日本木材学会大会
参加登録料

近畿日本ツーリスト株式会
社法人第３支店

開催案内 講習会 27,000 R7.2.3

14
脱プラ材料としての紙系材
料とその複合加工受講料

株式会社　Ｒ＆Ｄ支援セン
ター

開催案内 講演会 49,500 R7.2.28

15
保護具着用管理責任者教育
受講料

株式会社　ウェルネット 開催案内 講習会 20,900 R7.3.5

16 特別企画基礎講座参加費 紙パルプ技術協会専務理事 開催案内 講演会 4,000 R7.4.4

22件 299,600

負担金支出調

（令和６年度）

計
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整理
番号

負担金名 交付先 負担根拠 事業内容 負担金額 支出年月日

円

1
サンフロント２１懇話会年
会費

静岡新聞社・静岡放送サン
フロント２１懇話会

入会案内 年会費 10,000 R7.4.23

2
セルロース学会第３２回年
次大会参加費

株式会社ＭＯＮＳ代表取締
役

開催案内 講演会 10,000 R7.6.10

3
第９２回紙パルプ研究発表
会参加費

紙パルプ技術協会 開催案内 講習会 13,400 R7.7.4

６件 33,400

負担金支出調
（令和７年度）
（令和７年７月31日現在）

計
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建 築 工

整理

番号
予算科目 工 事 名 工事箇所

当 初

設計金額

契 約 金

当 初 額 変更増減額

１ 資産経営費

富士工業技術支援

センター 非常用

発電機修繕工事

富士市大渕地内 2,057,000 2,057,000 0

２ 資産経営費

富士工業技術支援

センター 発電設

備用真空遮断器更

新工事

富士市大渕地内 1,848,000 1,848,000 0

３ 資産経営費

富士工業技術支援

センター 排煙窓

修繕工事

富士市大渕地内 1,859,000 1,859,000 0

４ 資産経営費

富士工業技術支援

センター 排水処

理施設No.4攪拌ブ

ロワー更新工事

富士市大渕地内 1,650,000 1,650,000 0

５ 商工業費

富士工業技術支援

センター 実験棟

コンプレッサ更新

工事

富士市大渕地内 4,235,000 4,235,000 0

６ 資産経営費

富士工業技術支援

センター 実験棟

遮熱フィルム貼工

事

富士市大渕地内 847,000 847,000 0

合 計 ６件 12,496,000 12,496,000 0
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事 調 （令和６年度）

額 契約

締結

方法

受 注 者

着 手

完成(予定)

年 月 日

支出済額 工事概要
公有財

産台帳
摘 要

計

2,057,000 随契

株式会社明電エ

ンジニアリング

静岡支店

R6.6.4

R6.8.29
2,057,000

エアーアシス

トポンプ等交

換

－

令達年月日

R6.4.8

支出年月日

R6.10.10

随契1号（少額）

1,848,000 随契

株式会社明電エ

ンジニアリング

静岡支店

R6.8.6

R7.3.19
1,848,000

発電設備用配

電盤内真空遮

断器交換

－

令達年月日

R6.4.8

支出年月日

R7.4.9

随契1号（少額）

1,859,000 随契 株式会社石井組
R6.11.5

R7.2.19
1,850,000

ハンドルボッ

クス、塞ぎプ

レート等交換

－

令達年月日

R6.5.15

支出年月日

R7.4.7

随契1号（少額）

1,650,000 随契
東海プラント株

式会社

R6.12.2

R7.3.4
1,650,000

排水処理施設

攪拌ブロワー

交換

－

令達年月日

R6.7.11

支出年月日

R7.4.15

随契1号（少額）

4,235,000 指名
オブリック株式

会社

R6.12.20

R7.3.21
4,235,000

オイルフリー

スクロールコ

ンプレッサ等

交換

－

令達年月日

R6.12.2

支出年月日

R7.4.30

847,000 随契
株式会社中村塗

装店

R6.12.25

R7.3.17
847,000

実験棟南東側

窓に遮熱フィ

ルム貼付

－

令達年月日

R6.8.21

支出年月日

R7.4.7

随契1号（少額）

12,496,000 12,496,000
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公 有 財 産 調

（令和6年度）

（令和7年3月31日現在）

※１ 土地面積

富士工業技術支援センター（17,350.55㎡）

富士インキュベートセンター（2,724.34㎡）の合計

※２ 建物面積

富士工業技術支援センター（3,502.75㎡）

（7,924.95㎡）

富士インキュベートセンター（929.86㎡） の合計

（875.92㎡）

区 分

令和6年3月31日

現 在
増 減

令和7年3月31日

現 在
摘要

数量又

は面積

台 帳

価 格

数量又

は面積

台 帳

価 格

数量又

は面積

台 帳

価 格

数量又

は面積

台 帳

価 格

行政財産
千円

1,997,366

千円

0

千円

70,987

千円

1,926,379

土地 ※１
㎡

20,074.89 805,864

㎡

0 0

㎡

0 0

㎡

20,074.89 805,864

立木竹
本

274 4,959

本

0 0

本

0 0

本

274 4,959

建物 ※２

㎡

4,432.61

8,800.87 1,151,345

㎡

0 0

㎡

0 68,869

㎡

4,432.61

8,800.87 1,082,476

工作物
個

146 35,198

個

0 0

個

0 2,118

個

146 33,080

普通財産
0 0 0 0

特許権等
件

3 0

件

0 0

件

0 0

件

3 0

公有財産に準

ずるもの 178 0 0 178

電話加入権
件

6 178

件

0 0

件

0 0

件

6 178

上記の財産に

属さないもの 0 0 0 0

準特許権等
件

0 0

件

0 0

件

0 0

件

0 0
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公 有 財 産 調

（令和7年度）

（令和7年7月31日現在）

※１ 土地面積

富士工業技術支援センター（17,350.55㎡）

富士インキュベートセンター（2,724.34㎡）の合計

※２ 建物面積

富士工業技術支援センター（3,502.75㎡）

（7,924.95㎡）

富士インキュベートセンター（929.86㎡） の合計

（875.92㎡）

区 分

令和7年3月31日

現 在
増 減

令和7年7月31日

現 在
摘要

数量又

は面積

台 帳

価 格

数量又

は面積

台 帳

価 格

数量又

は面積

台 帳

価 格

数量又

は面積

台 帳

価 格

行政財産
千円

1,926,379

千円

0

千円

0

千円

1,926,379

土地 ※１
㎡

20,074.89 805,864

㎡

0 0

㎡

0 0

㎡

20,074.89 805,864

立木竹
本

274 4,959

本

0 0

本

0 0

本

274 4,959

建物 ※２

㎡

4,432.61

8,800.87 1,082,476

㎡

0 0

㎡

0 0

㎡

4,432.61

8,800.87 1,082,476

工作物
個

146 33,080

個

0 0

個

0 0

個

146 33,080

普通財産
0 0 0 0

特許権等
件

3 0

件

0 0

件

0 0

件

3 0

公有財産に準

ずるもの 178 0 0 178

電話加入権
件

6 178

件

0 0

件

0 0

件

6 178

上記の財産に

属さないもの 0 0 0 0

準特許権等
件

0 0

件

0 0

件

0 0

件

0 0
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事務機器等の債務負担行為又は長期継続契約に係る調

（令和６年度）

（令和６年７月31日現在）

区 分 事業名又は契約名 内 容

（契約額の年度別内訳）

契約額 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

債務負担

行 為
（契約日）

円 円 円 円 円

長期継続

契 約電子複写機賃貸借契約

電子複写機の賃貸

借（１台）

（契約日）R7.4.1
1,725,900 345,180 345,180 345,180 345,180 345,180
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行政財産貸付・使用許可調

（令和7年度）

（令和7年7月31日現在）

整理

番号
区分 種別 所在地

地 目
数量又

は面積

貸付料又は

使 用 料

貸付又は

使用許可

期 間

貸付又は使用

許可を受けた

者の氏名

貸付・ 使用

許可目的台帳 現況
単価 年額

１

土地

庁舎

敷地

富士市大渕

2590-1
宅地 宅地

支線3条

共架電話線

5本

円

1,500

円

4,500

R7.4.1

～

R10.3.31

西日本電信電話

㈱静岡支店 電話線

２

電柱7本

支線5条

支柱2本

1,500 21,000

R6.4.1

～

R9.3.31
東京電力㈱富士

支社
電力供給

３

工場

敷地

富士市大渕

2586-9
宅地 宅地

電柱2本

支線3条

支柱1本

1,500 9,000

R6.4.1

～

R9.3.31

４ 支柱1本 1,500 1,500

R7.4.1

～

R8.3.31

西日本電信電話

㈱静岡支店
電話線

５

建物

事務

所建

富士市大渕

2590-1

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
陸
屋
根

100.98㎡

光ケーブル

105ｍ
免除

R7.4.1

～

R8.3.31

(一社)静岡県紙

業協会 県内の製紙関連業

界団体の事務局が

集中することによ

り、業界との連

結、事業連携、技

術指導等が円滑に

実施されるため。

６

22.22㎡

光ケーブル

105ｍ

(一社)静岡県紙

パルプ技術協会

７

11.11㎡

光ケーブル

105ｍ
105,970

(公財)古紙再生促進センター

静岡地区委員会

８ 11.11㎡ 105,040 静岡県製紙原料商業組合

９ 31.25㎡ 免除

R7.4.1

～

R8.3.31
富士市

富士市ＣＮ

Ｆ連携拠点

10
工場

建

富士市大渕

2586-3

重量鉄骨造

トタン屋根
11.25㎡ 免除

R7.4.1

～

R8.3.31

東京電力㈱富士

支社

電力供給のた

めの電気室

合計 247,010
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(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

01-01

01-02

01-03

01-04

01-05

01-07

01-10

01-11

01-12

01-13

01-14

01-99

02-01

02-02

03-01

03-02

05-01

05-02

05-03

机類

台類

いす類

収納保管庫類

印刷機器類

書類整理器具類

印判類

照明器具類

寝具類

厨房器具類

冷暖房器具類

その他の庁用器具類

情報処理機器類

情報伝達機器類

撮影機器類

観察・観測用光学機器類

強度（物性）試験計測機器類

波動・熱試験計測機器類

電気試験計測機器類

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

16

185

6

41

1

8

3

1

3

4

4

10

41

4

2

6

54

8

24

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

16

185

6

41

1

8

3

1

3

4

4

10

41

4

2

6

54

8

24

様式第29号

備 品  ・図 書 調
1 2/ 頁

所属 0000105624経済産業部　工業技術研究所富士工業技術支援センター

(　　　　　)令和 7年度

区 分
現在
3月31日
令和 7年 増 減

数 量 購 入 価 格
 　  (円)

数 量 売 却 価 格
 (円) 現在

ZMB0040

ZMRB0040

令和 7年
 7月31日
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(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

(　　　　 )

05-04

05-06

05-07

05-08

05-09

05-99

06-02

06-03

06-04

06-05

06-06

06-07

06-08

06-99

07-04

08-01

50-01

分析化学機器類

環境化学機器類

測量機器類

度量衡測定機器類

天体気象観測機器類

その他の試験計測機器類

金属加工用機器類

繊維染色縫製機器類

電気電子機器類

自動車整備用機器類

炉・ボイラー加熱装置類

パルプ製紙機器類

プラスチック成形機器類

その他の諸機器類

水産用機器類

車両類

図書

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

23

4

3

19

1

47

8

3

18

1

1

72

1

8

1

2

6

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

23

4

3

19

1

47

8

3

18

1

1

73

1

8

1

2

6

様式第29号

備 品  ・図 書 調
2 2/ 頁

所属 0000105624経済産業部　工業技術研究所富士工業技術支援センター

(　　　　　)令和 7年度

区 分
現在
3月31日
令和 7年

639

増 減

数 量 購 入 価 格
 　  (円)

数 量 売 却 価 格
 (円) 現在

(　　　　 ) (　　　　 )0
1

0
0
0

0 640

ZMB0040

ZMRB0040

令和 7年
 7月31日

計
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（令和7年7月31日現在）

大・中 小

1 06-07
製紙用機器 高機能シート試作装置 パルプやCNFなどを原料と

して連続シートを作製する
年間10日

令和2年3月 135,300,000

2 05-04
Ｘ線分析機器 マイクロＸ線ＣＴ装置 様々な有機物・軽元素品の

内部を高解像度で観察する
年間80日

平成31年1月 47,736,000

3 06-08
プラスチック成
形機器

射出成形機 プラスチック試験片の成形
年間20日 令和5年3月 19,998,000

4 03-02
顕微鏡 顕微鏡Ｓ－３４００Ｎ 金属、セラミックス、有機

物等の極微細部分の表面形
状観察　年間55日

平成24年3月 14,962,500

5 06-02
その他の金属加
工機器

プラズマ照射装置 金属・樹脂などの複合材料
を作製するための表面改質
年間40日

平成30年6月 14,904,000

6 05-99
試験実験用付属
器具

テストコーター
幅350ｍｍ

塗料等の紙への塗工を行う
年間2日 昭和44年8月 14,600,000

7 05-99
試料調整機器 遊星式混練機 原料を混合・混練してCNF

粉体を作製する
年間12日

令和3年１月 14,300,000

8 05-01
強度試験・計測
機器

包装貨物用振動試験機　 輸送状態の振動を試験体に
与える
年間48日

平成30年3月 13,824,000

9 03-02
顕微鏡 原子間力顕微鏡 CNFの表面観察

年間45日 平成28年11月 13,683,600

10 05-01
強度試験・計測
機器

印刷適性試験機 印刷適性の評価
年間９日 平成3年3月 13,493,000

11 05-04
その他の分析化
学機器

比表面積・細孔分布測
定装置
BELSORP１８Ｐ

紙の細孔分布測定
3ヶ月に1日(年間4日程度) 平成13年9月 12,789,000

12 05-02
熱試験計測機器 熱分析装置 融点、熱膨張などを測定す

る
年間0日（故障中）

平成3年3月 10,403,000

13 05-02
光試験計測機器 赤外分光測定装置

ＦＴ／ＩＲ－６１００
物質および製品中の異物の
分析を行う
年間50日

平成20年11月 9,313,500

14 06-07
製紙用機器 繊維長分布測定装置 パルプなど繊維の形状を評

価する
年間93回

令和元年7月 9,072,000

15 06-07
製紙用機器 ウォータージェット装

置
合成繊維などを高圧水流で
絡ませ不織布を試作する
年間2日

平成10年1月 8,925,000

16 06-07
製紙用機器 ウォータージェット装

置追加備品
ウォータージェット装置の
水流の能力を上げる
年間2日

平成10年2月 8,400,000

17 06-07
製紙用機器 ＰＦＩミル 少量のパルプ原料を叩解す

る
年間5日

平成3年2月 8,327,550

18 05-04
Ｘ線分析機器 Ｘ線分析機器 現地での金型分析を行う

年間3 日 平成22年2月 8,316,000

19 06-03
染色仕上げ機器 熱圧カレンダー

スタック式
熱と圧力を同時にかけ紙の
表面を平滑にする
年間0日（故障中）

平成3年3月 8,209,100

20 05-01
引張機器 万能材料試験機 金属の強さを試験する

年間20回 平成3年3月 8,056,071

主　要　備　品　調

区　　分整理
番号

品名・規格 利用状況 購入年月
購入金額
（円）
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第３ 試験研究成果一覧表

【研究所全体】
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令和６年度 試 験 研 究 成 果 一 覧 表
（令和７年３月31日現在）

工業技術研究所

区分

事業名

研究テーマ

（細目）

研究内容

終了

継続

新規

廃止

の別

国庫

受託

単独

共同

の別

研

究

期

間

研究目的

背景等

研究成果
研究成果の活用及び
普及等の状況

特許等

帰属の

有無及

び内容

事 業 費 備

考
（前年度まで）

前年度

（全体）

本年度

新成長戦略研
究

設備、モノ、ヒトの
統合的データ分析に
よる生産性の効率化

継続 単独
R4
～
R6

生産機器の稼働状況の見える化へ

のIoT技術の導入の次のステップ

として、ヒトやモノの動きを追加

して生産計画への適用を図り、工

場全体の効率化を図る。

中小企業版デジタルツインの
モデル企業に対しシステムを
構築し、設備のレイアウト変
更や生産工程の事前シミュレ
ーションを可能にした。この
要素技術の横展開により関連
企業や他分野へシステムの開
発・実装を行った。

モデル企業で開発したデジ

タルツインのノウハウを活

用し、複数企業への横展開

を行った。また、展示会の

出展、セミナー・学会等の

発表による普及活動を行っ

た。

千円

新成長戦略研
究

未利用茶葉等の多用
途加工技術の開発

新規 単独
R6
～
R8

二番茶以降の茶葉や、荒茶工場か

ら廃棄される加工残さの茶渋な

ど、未利用茶葉の有効活用と、輸

出に向けた加工技術を開発するこ

とにより、茶生産者等の収益向上

と関連産業の活性化を図る。

次亜塩素酸水等による除菌洗

浄を施した生茶葉について、

微生物検査を行い、その効果

について検証した。また、茶

業研究センターと協力して、

茶の機能性及び香味成分を保

持する製造技術開発に取り組

んだ。

次亜塩素酸水による除菌洗

浄条件について最適化さ

れ、実際の現場で活用され

る予定。また、茶の機能

性・香味成分保持製造技術

により商品を開発予定。

―

千円
2,458

農林技術研究所

茶業研究センタ

ー

農林技術研究所

（本所）

新成長戦略研
究
（チャレンジ
研究枠）

静岡県の海藻を用い
た免疫バランスを制
御する食品成分の探
索

新規 単独 R6

静岡県で採られる海藻から抗アレ
ルギー作用を持つものを細胞試験
等によって探索することにより、
未利用海藻の利用促進や健康増進
政策への貢献を図る。

海藻サンプル8種類を評価
し、抗アレルギー作用が期待
できるTh1細胞活性化作用が
強い海藻としてマクサおよび
マタボウを見出し、作用メカ
ニズムまで明らかにした。

今後企業と連携し、健康食
品や化粧品としての実用化
を目指していく。

―

千円
1,190
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新成長戦略研
究

（政策課題指

定枠）

しずおか木製家具復
興のための県産広葉
樹活用技術の開発

新規 単独
R6
～
R7

しずおか家具の復興を目指し、DX
による強度シミュレーションと、
5軸マシニングによる自由曲面で
構成された脚物家具の設計・製造
プロセスを確立する。

静岡県産広葉樹に対する材料

試験を実施し、木材の破壊基

準を構築した。また、構築し

た破壊基準をCAEシステムに

実装し、家具の強度評価が実

施できることを示した。

本研究で得られるDX 技術に
よるしずおか家具の設計・
製造プロセスを公開し、県
内「脚物」家具産業の出荷
額向上につなげる。

―

千円
(4,000）
2,500

県単独研究

(競争的資金

による研究）

科研費

セルロースナノファ
イバーによる香り成
分の徐放機構の解明
及び放散制御技術の
開発

継続 単独
R2
～
R6

CNFによる香りの徐放機構解明

と、放散機構を明らかにすること

で、香りの放散制御技術を確立す

る。

香り成分の種類により放散挙

動が異なることが示唆さた。

ＣＮＦの繊維長による香りの

放散機構は、ＣＮＦによる三

次元ネットワークが関与して

いることが示唆された。

県産の香りを活用した製品
や徐放性の技術を提案し、
県内外に発信することで、
研究成果の普及を図る

千円
(4,290)

1,348

千円
(5,590)
1,300

県単独研究

半溶融成形法の高度
化技術開発

継続 単独
R5
～
R6

半溶融成形法の応用研究におい

て、１）ビレットの低コスト化を

目的とした矩形・異形スラブ開

発、２）成形性を高めた高流動性

合金の開発を行う。これによっ

て、本工法の適用拡大を狙う。

鋳造条件を最適化すること

で、半溶融成形法に適した矩

形及び異形スラブを製造する

ことができた。Si含有量を

10%まで高めることで、流動

性及び成形性を高めた合金組

成を得ることができた。

本開発技術を用いた応用技

術開発及び製品開発技術に

ついて県内企業と共同開発

を行ない、県内ものづくり

技術の発展に寄与する。

― ―

県単独研究

音声認識技術を用い
た自動車室内音環境
の評価に関する研究

継続 単独
R5
～
R7

自動車内装は、電動化で大きく変

わった自動車室内音に対して、こ

れまで以上に重要となっている。

そこで、車室内の音場を音声認識

技術を用いて数値化し、自動車内

装が車室内の音場に及ぼす影響を

評価する。

公開されている音場データベ
ースを使用して様々 な室内音
場での音声データを仮想的に
作成し、初年度に構築した音
声認識システムで室内音場の
評価システムを構築した。

来年度以降、企業との受託

研究にて自動車内装等の開

発に活用していく。

― ―

県単独研究

(競争的資金

による研究）

科研費

高結晶コーヒーか
す活性炭への白金
埋込による高耐久
性燃料電池触媒の
開発

継続 単独

R5
～

R7

固体高分子形燃料電池は次世代エ

ネルギー源として普及が期待され

ているが、電極触媒の耐久性向上

が課題である。本研究では、活性

炭のメソ細孔への白金埋込みと触

媒を用いた黒鉛結晶化により、耐

久性向上を目指す。

水蒸気賦活によるコーヒーか

す活性炭の細孔形成とNiを用

いた黒鉛結晶化を複合化して

新規炭素材料を創製した。白

金ナノ粒子を担持させ燃料電

池触媒へと加工した。

開発した触媒を用いた燃料

電池を作製し、初期性能及

び耐久性能を評価してい

く。

千円
(3,900)

1,430

千円
(4,550)
1,100

165



一般共同研究

自動車用途向けＣＮ
Ｆオレフィン系樹脂
の機械的物性向上及
び成形性の安定化

継続 共同
R4
～
R6

CNFとオレフィン系樹脂との複合
材について、自動車部品への適用
のためCNFの改質等により耐衝撃
性等の物性向上を目指す。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

― ―

□□□□□□□

一般共同研究

ポリプロピレン/セ
ルロース繊維複合
材射出成形品への
高密着なめっき技
術の開発

継続 共同
R5
～
R6

家電や自動車に使用されるポリプ
ロピレン/セルロース繊維複合材
射出成形品に耐食性、意匠性及び
電磁波シールド性を付与するため
の高密着なめっき技術について、
射出条件及び実用化に向けた評価
技術を検討する。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□

― ―

□□□□□□□

□□□□□□□

□

一般共同研究

CNF複合樹脂を用い
た発泡ブロー成形技
術の開発

継続 共同

R5

～

R6

発泡ブロー成形による自動車用部

品の断熱性の向上が求められてい

る。樹脂中にCNFを分散させ、発

泡ブロー成形することで高い空隙

率を実現し、断熱性向上、軽量化

を目指す。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□

― ―

□□□□□□□

□□□□□□□

一般共同研究
（競争的資金
による研究）

A-STEP産学共同

（ 育 成 型 ）

(JST)

白金の超強度化技術
による大型モビリテ
ィ搭載用固体高分子
形燃料電池電極触媒
の開発

継続 共同

R5

～

R7

大型・商用モビリティへの燃料電

池搭載には、広作動域で高い耐久

性が求められる。本課題では、

「原料の段階から白金構造を強度

化する」という合成化学的アプロ

ーチから固体高分子形燃料電池用

空気触媒を創製する。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□

千円 千円
3,070

静岡大学

あいち産業科学

技術総合センタ

ー
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一般共同研究

好気性グラニュール
を利用した高濃度窒
素排水処理装置の開
発

継続 共同
R5
～
R6

本研究では、先行研究で新たに発

見した好気性グラニュール

（AGS）を利用することで、有機

性炭素及び窒素の同時除去を可能

としながら、高負荷排水にも対応

したコンパクトな処理装置を開発

する。。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

― ―

□□□□□

一般共同研究

CNFを用いた低環境
負荷型湿式摩擦材の
実用化に向けた開発

新規 共同
R6
～
R7

自動変速機用湿式摩擦材（摩擦

材）にCNFを適用し、材料特性及

び摩擦特性の向上を試みる。ま

た、性能向上に関するメカニズム

を解明する。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□ ― ―

□□□□□□□

□□□□

一般共同研究

加飾性を有するセル
ロースフィラー複合
熱可塑性樹脂の開発

新規 共同

R6
～

R8

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□セル

ロースフィラーを複合することで

加飾性を有する熱可塑性樹脂材料

を開発する。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□ ― ―

□□□□□□□

受託研究
（競争的資金
による研究）

A-SAP産学官金

連携イノベーシ

ョン推進事業

MPA技術を用いた新
しい光パターンLED
照明の開発

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□

□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□

―

千円
1,430

(公財)浜松地域

イノベーション

推進機構

□□□□□□□

□□

受託研究
（競争的資金
以外の研究）

Sn、Agめっきの変色

現象の解析に関する

研究

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□

―

千円
300

□□□□□□□

□□□□□
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受託研究
（競争的資金
以外の研究） 鉄球鋳型の諸性質測

定
新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□ ―

千円
150

□□□□□

受託研究
（競争的資金
以外の研究） レーザー溶接の溶接

条件に関する研究
新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□ ―

千円
400

□□□□□□□

受託研究
（競争的資金
以外の研究） 特殊鋳鉄及び改良ア

ルミニウム合金の諸

性質に関する研究

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□

□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□ ―

千円
400

□□□□□□

受託研究
（競争的資金
以外の研究）

実暴露及び促進暴露

試験した軟質PVC材

料の深さ方向の定性

把握

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□

―

千円
400

一般社団法人電

線総合技術セン

ター

受託研究
（競争的資金
以外の研究） 切削加工及び射出成

形による次世代車載

用光学部品の実用化

に向けた技術開発

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□

―

千円
1,980

□□□□□

受託研究
（競争的資金
以外の研究）

緑茶ブレンド焼酎の

香気特性評価
新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□

―

千円

499
□□□□□□□

□□□□□□□

□

168



受託研究
（競争的資金
以外の研究）

陸上養殖アトラン

ティックサーモン

の血液中に含まれ

る機能性成分の探

索

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□
―

千円
300

一般財団法人マ

リンオープンイ

ノベーション機

構

受託研究
（競争的資金
以外の研究）

超低周波磁界を利

用したローコスト

な業務用急速冷凍

庫の商品化に向け

た食品等の評価に

関する研究

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□

―

千円
1,000

□□□□□

受託研究
（競争的資金
以外の研究）

おからの食用利用

を行うための衛生

調査ならびに、お

からとマグロを用

いた食品開発に向

けた最適配合の研

究

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□

□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□ ―

千円
300

□□□□□□□

□□□

受託研究
（競争的資金
以外の研究）

静岡県の水産物・

水産加工食品の網

羅的機能評価と有

効機能の探求シス

テムの開発

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□

―

千円
1198

東京科学大学

受託研究
（競争的資金
以外の研究）

持続可能な地産地

消型バイオガスエ

ネルギー供給技術

の開発と実証

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□
―

千円
1,500

□□□□□
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(注) 1 本表は試験研究機関において調製する。
2 研究テーマは事業ごとにまとめ、終了、継続、新規、廃止の順に記載すること。「継続」・「新規」の判別は監査年度を基準とし、「終了」
・「廃止」は、その前年度において終了、廃止したものとする。
3 継続及び新規の研究の成果、成果の活用、普及等の状況については、調書調製日現在での成果又は記載される成果及びその活用等を「研究成
果」欄、「研究成果の活用及び普及」欄にそれぞれ記載する。
4 廃止の研究テーマは、その理由を「研究成果」欄に記載する。
5 国庫補助事業及び国の委託事業を「国庫」とし、民間等の委託による研究を「受託」とする。
6 試験研究機関が単独で行う研究を「単独」、他の研究機関等と共同で行う研究を「共同」とする。後者の場合は、備考欄に共同研究相手名を
記載する。

受託研究
（競争的資金
以外の研究） 竹活性炭へのメソ細

孔形成が燃料電池特

性へ及ぼす影響

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□

―

千円
700

□□□□□

□

受託研究
（競争的資金
以外の研究）

燃料電池式アルコー

ルセンサーに用いる

MEAの発電特性評価

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□ ―

千円
500

□□□□□

受託研究
（競争的資金
以外の研究） バルカナイズドファ

イバー合板を使用し

た新規車両用床材の

開発

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□ ―

千円
353

□□□□□

□□□□□

受託研究
（競争的資金
以外の研究） リサイクル用パルプ

繊維を活用した左官

材料の開発

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□

―

千円
200

□□□□□
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沼津工業技術支援センター

区分

事業名

研究テーマ

（細目）

研究内容

終了

継続

新規

廃止

の別

国庫

受託

単独

共同

の別

研

究

期

間

研究目的

背景等

研究成果
研究成果の活用及び

普及等の状況

特許等

帰属の

有無及

び内容

事 業 費 備

考
（前年度まで）

前年度
（全体）

本年度

新成長戦略研究
（チャレンジ研究
枠） 酢酸イソアミル

を高生産する吟
醸酒用の新規静
岡酵母の開発

新規 単独 R6

県産清酒の海外展開に向け、香

り豊かでキレの良い酒質を実現

することが業界から求められて

いる。そこで本研究では、本県

産清酒の特徴香であるバナナ様

の香気成分を高生産する酵母の

開発を目指す。

既存の静岡酵母５株を親株と
して、育種を行い、計695株の
育種株を取得した。この育種
株について、簡易発酵試験や
清酒小仕込み試験にて醸造適
性を評価し、新規静岡酵母候
補株を複数取得した。

本研究にて得られた成果

は、工業技術研究所研究発

表会等で報告し、県内酒造

メーカーに普及を図った。

本研究で選抜した新規静岡

酵母候補株の実用化に向け

て、新しい研究課題を提案

予定。

―

千円
1,993

県単独研究

本県オリジナル
酒造好適米「令
和誉富士」を用
いる清酒の醸造
技術の確立

新規 単独
R6
～
R8

令和５年度より使用を開始して

いる新たな本県オリジナル酒造

好適米「令和誉富士」の原料米

特性及び醸造特性などの特徴を

明らかにするとともに、本酒造

好適米を用いる清酒の醸造技術

の確立を目指す。

酒造用原料米統一分析や尿素

崩壊性試験を行い、「令和誉

富士」の原料米特性や醸造特

性を評価した。また「令和誉

富士」の醪中での溶解性につ

いて、他品種との差や収穫年

差による差等を明らかにし

た。

本研究にて得られた成果

は、酒造研修会や工業技術

研究所研究発表会にて報告

し、県内酒造メーカーに普

及を図る。また、「誉富士

推進協議会」を通じて、当

該米の生産農家に対しても

広く普及を図る。

― ―

一般共同研究
（競争的資金によ
る研究）

新成長産業戦略的
育成事業（財団）

二軸引張試験を
活用した成形シ
ミュレーション
の予測精度向上

継続 共同
R5
～
R6

板成形シミュレーションの形状

予測精度の向上には、材料の変

形特性を表した材料モデルが必

要である。本研究では、材料モ

デルを正確に取得可能な二軸引

張試験を行い、形状予測精度を

向上させることを目的とする。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□ ― ―

□□□□□□□
□□

一般共同研究

整形外科用イン
プラントの強度
評価

新規 共同
R6
～
R7

高齢化に伴って、一般的な斜骨

折ではなく、横骨折を含む非定

型骨折という新たな症例が急増

している。本研究では、近年急

増している症例に対応可能な新

規インプラントを試作し、曲げ

強度を評価する。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□

― ―

□□□□□□□
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(注)1 本表は試験研究機関において調製する。
2 研究テーマは事業ごとにまとめ、終了、継続、新規、廃止の順に記載すること。「継続」・「新規」の判別は監査年度を基準とし、「終了」・
「廃止」は、その前年度において終了、廃止したものとする。
3 継続及び新規の研究の成果、成果の活用、普及等の状況については、調書調製日現在での成果又は記載される成果及びその活用等を「研究成果」
欄、「研究成果の活用及び普及」欄にそれぞれ記載する。
4 廃止の研究テーマは、その理由を「研究成果」欄に記載する。
5 国庫補助事業及び国の委託事業を「国庫」とし、民間等の委託による研究を「受託」とする。
6 試験研究機関が単独で行う研究を「単独」、他の研究機関等と共同で行う研究を「共同」とする。後者の場合は、備考欄に共同研究相手名を記載
する。

受託研究
（競争的資金以外
の研究）

令和６年静岡県
清酒鑑評会にお
ける出品酒の成
分分析とそれら
成分が官能評価
に与える影響に
関する調査研究

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□

―

千円
103

静岡県酒造組合

受託研究
（競争的資金以外
の研究）

自然界から分離
したビール・ウ
イスキー用酵母
の新しい活用法
の検討研究

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□

―

千円
293

国立大学法人静
岡大学 発酵と
サステナブルな
地域社会研究所

受託研究
（競争的資金以外
の研究） アルミニウム合

金鋳造材のヤン
グ率測定手法の
検討

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□

―

千円
198

□□□□□□
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富士工業技術支援センター

区分

事業名

研究テーマ

（細目）

研究内容

終了

継続

新規

廃止

の別

国庫

受託

単独

共同

の別

研

究

期

間

研究目的

背景等
研究成果

研究成果の活用

及び

普及等の状況

特許等

帰属の

有無及

び内容

事 業 費 備

考
（前年度まで）

前年度

（全体）

本年度

県単独研究

ＡＩを活用した古紙

原料の判別に関する

研究

継続 単独
R5

～
R6

再生紙工場では、どのような古紙

原料か不明なために損紙が発生す

るなどの課題がある。国や県で推

進するDXの一環として、AIを活用

して古紙原料を判別する技術を開

発し、再生紙工場の効率化を目的

とする。

光学測定データから機械学習

によって、布片を繊維別に、

紙片を古紙銘柄別やUVインキ

印刷物と油性インキ印刷物と

紙で判別できた。市販ハイパ

ースペクトルカメラと機械学

習によって、同様に判別する

ことができた。

協力会社に研究結果を報告

し、協力会社を通じて普及に

努めている。また、研究発表

会、富士地域の紙関連研究

会、学会のシンポジウムにて

口頭発表し、紙の業界誌へ投

稿（２件）するなどして普及

を図っている。

― ―

県単独研究

古紙処理工程におけ

る効果の高い低密度

化手法の追究

新規 単独
R6

～
R7

一般的な「古紙処理工程」に注目

し、各古紙処理工程の低密度化阻

害要因と促進要因を把握し、実際

の県内製紙工場の古紙処理工程に

おける低密度な紙の製造に貢献可

能な技術開発を行う。

原料古紙毎に加温処理による

低密度化の傾向は大きく異な

り、原料配合により低密度化

の効果が大きく変わること、

及び、加温処理により低密度

化する紙は、加温により曲が

りやすい繊維が多い原料であ

ることがわかった。

紙が低密度化するメカニズム

を解明し、研究協力機関であ

る東京農工大学と連名で学術

誌への投稿を目指して実験を

行っている。
― ―

県単独研究

廃棄衣料の古紙代替

利用に関する研究
新規 単独

R6

～
R7

デジタル化や広告媒体の切替など

で紙の使用量が激減し、トイレッ

トペーパーなどに使う古紙は、今

後、不足すると予測されている。

本研究では、不足する古紙の代替

として、廃棄衣料を利用すること

を目的とする。。

廃棄衣料を古紙代替として利

用するため、解繊条件を検討

した。種 条々件でリファイナ

ーを用いた湿式解繊を行い、

古紙パルプに近い性状を有す

る繊維を解繊できる手法を確

立した。

廃棄衣料を古紙原料の代わり

に利用する際の手法を技術指

導、紙・パルプ業界誌などを

通して普及する。 ― ―

一般共同研究

リファイナーを用い

た低コストＣＮＦ製

造技術の開発

継続 共同
R4

～

R6

新型リファイナーのCNF製造向け

専用刃物の改良など最適運転条件

の確認を行い、より低コストの

CNF製造方法の開発を目指す。ま

た、サンプル提供を行い、リファ

イナーCNFの普及をはかる。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□

千円

(3,900)

780

千円
(3,900)

0

□□□□□
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(注)1 本表は試験研究機関において調製する。

2 研究テーマは事業ごとにまとめ、終了、継続、新規、廃止の順に記載すること。「継続」・「新規」の判別は監査年度を基準とし、「終了」・

「廃止」は、その前年度において終了、廃止したものとする。

3 継続及び新規の研究の成果、成果の活用、普及等の状況については、調書調製日現在での成果又は記載される成果及びその活用等を「研究成果」

欄、「研究成果の活用及び普及」欄にそれぞれ記載する。

4 廃止の研究テーマは、その理由を「研究成果」欄に記載する。

5 国庫補助事業及び国の委託事業を「国庫」とし、民間等の委託による研究を「受託」とする。

6 試験研究機関が単独で行う研究を「単独」、他の研究機関等と共同で行う研究を「共同」とする。後者の場合は、備考欄に共同研究相手名を記載

一般共同研究

自動車用途向けＣＮ

Ｆオレフィン系樹脂

の機械的物性向上及

び成形性の安定化

継続 共同

R4

～

R6

CNFとオレフィン系樹脂との複合

材について、自動車部品への適用

のためCNFの改質等により耐衝撃

性等の物性向上を目指す。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□

― ―

□□□□□□□

一般共同研究

加飾性を有するセル

ロースフィラー複合

熱可塑性樹脂の開発

新規 共同

R6

～

R8

輸送機器材料の低CO2化のためポ

リプロピレンへの材料転換が進ん

でいるが、加飾性を持たないため

前処理工程が必要となる。セルロ

ースフィラーを複合することで加

飾性を有する熱可塑性樹脂材料を

開発する。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□ ― ―

□□□□□□□

一般共同研究

(競争的資金に

よる研究）

科研費

説明可能なＡＩを用

いた牛群中での乳牛

の序列を決定する要

素の解明

新規 共同

R6

～

R8

画像解析により乳牛の序列を判定

する深層学習モデルの作成し、説

明可能なAIによる解析で序列決定

に必要な要素を解明化すること

で、難しいとされる群飼育におけ

る乳牛の個体管理の自動化・効率

化に繋げる。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□

―

千円

850

畜産技術研究所

日本工業大学

受託研究
（競争的資金以
外の研究）

新規古紙原料の探索 新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□

―

千円
150

□□□□□

174



する。

175



浜松工業技術支援センター

区分

事業名

研究テーマ

（細目）

研究内容

終了

継続

新規

廃止

の別

国庫

受託

単独

共同

の別

研

究

期

間

研究目的

背景等
研究成果

研究成果の活用

及び

普及等の状況

特許等

帰属の

有無及

び内容

事 業 費 備

考
（前年度まで）

前年度

（全体）

本年度

新成長戦略研
究

金属３Ｄプリンタを
活用したものづくり
支援のための積層造
形技術開発

継続 共同
R5
～
R7

製造現場では開発期間短縮や軽

量化等の解決のため、その解決

に金属3Dプリンタの使用が期待

されているが、金属粉体材料が

高額なことや物性・造形精度な

ど様々 な課題があり普及が進ん

でいない。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□

千円
（5,000）
5,000

千円
（34,976）

15,500

□□□□□□□
□□□□□□□
□□□□□□□
□□□□□□□
□□□

県単独研究

熱可塑性炭素繊維強
化複合材料（ＣＦＲ
ＴＰ）の循環利用

継続 単独
R5
～
R6

軽量化技術は、成長産業におけ

る共通の重要課題である。熱可

塑性炭素繊維強化複合材料

（CFRTP）は軽量高強度材料であ

るが、製造時のエネルギー負荷

が大きく、マテリアルリサイク

ルのための技術開発を進める。

破砕によるリサイクルでは、

炭素繊維の繊維長が短くなっ

て強度低下が著しい。トラン

スファー成形機を使用して炭

素繊維の短繊維化を防ぐこと

で、強度低下を防ぐことがで

きた。

浜松地域CFRP事業化研究会と

協力して、展示会に出展する

ことで研究成果を広く普及さ

せる。 ― ―

県単独研究 コミュニケーション
ライティング技術の
社会実装に向けた製
品化支援－光学設計
技術による照明性能
を向上させる手法の
開発－

新規 単独
R6
～
R7

光を通すだけで図形を投影でき

る光学素子「マイクロプリズム

アレイ」は、投影面積が大きい

場合に明るさと解像度が低下す

る課題がある。本研究では複数

の光源を用いてこの課題を改善

させる方法について検討する。

複数の光源とマイクロプリズ

ムアレイによる投影像を光学

シミュレーションと実験結果

を比較することにより、コン

ピュータ上で、投影像が予測

できるようになった。

県内照明機器メーカーに対し

て同社の図形投影装置の視認

性を向上させるマイクロプリ

ズムアレイの設計・試作を行

い、新製品開発を支援した。

― ―

県単独研究

自動車用大型樹脂部
品の熱変形シミュレ
ーション手法の開発

新規 単独
R6
～
R7

自動車への導入が進む樹脂部品

は、複雑な熱変形挙動を示す。

本研究では、CAE(シミュレーシ

ョン)による樹脂部品の熱変形予

測精度の向上のため、モデルの

最適化及び変形の測定機能の改

良を行う。

クリープを考慮した樹脂熱変

形シミュレーションを構築し

た。また、恒温槽内における

非接触熱変形測定精度の検証

法を開発し、測定誤差を得

た。非接触熱変形測定の技術

相談等に利用された(R６相談

件数21件)。

3DスキャナやCAE関連の技術相

談、研究会及びセミナ－・ワ

ークショップ等での普及活動

を行う。また、得られた物性

データを公開する計画であ

る。

― ―
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県単独研究

材料特性データに基
づく高張力鋼（ハイ
テン）板の成形工程
削減

新規 単独
R6
～
R7

自動車軽量化のためハイテン板

が増えているが、形状戻り等の

問題で金型修正増加が課題であ

る。シミュレーションによる金

型形状検証が必須のためハイテ

ン板の物性データを取得し、金

型修正工程削減を目標とした。

４種のハイテン板の物性デー

タを取得し、プレス・金型企

業11社の協力で４種のCAEソフ

トによるシミュレーションを

実施し、金型形状検証を行っ

た。検証結果は各企業で共有

し最適化を進めている。

取得した物性データはプレ

ス・金型企業と共有し、プレ

ス加工や金型製作への適用を

進めている ― ―

県単独研究
（競争的資金
による研究）

科研費

生分解性樹脂ＰＨＡ
とＰＣＬの混合樹脂
からなる繊維におけ
る生分解抑制要因の
解明

新規 単独
R6
～
R8

海洋生分解性樹脂PHAとPCLを
混合して繊維に成形すると海
水中での耐久性が向上する
が、その機構は明らかでな
い。酵素や微生物を用いた繊
維の分解試験や分解形態の比
較から、分解を抑制する因子
を推定する。

PHAとPCLの混合樹脂からなる
糸について酵素分解試験を行
い、分解反応が抑制されるこ
とを確認した。糸の側断面観
察から、PHA成分とPCL成分は
それぞれが微細な繊維束を形
成していることが明らかにな
った。

繊維学会秋季研究発表会（11

月）にてポスター発表１件と

口頭発表１件、東海支部若手

繊維研究会（12月）にて口頭

発表１件、高分子学会エコマ

テリアルシンポジウム（３

月）にてポスター発表１件を

行った。

―

千円
（4,680）
2,600

一般共同研究

簡易的な電波到来方
向推定システムの開
発

継続 共同
R5
～
R6

電波到来方向推定機器として、

２つの固定したアンテナで推定

範囲を180°以下にして小規模・

低コストでの作製を見込み、簡

易的に推定するシステムを開発

する。

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□

― ―

□□□□□□□
□□□□□

一般共同研究

加飾性を有するセル
ロースフィラー複合
熱可塑性樹脂の開発

新規 共同
R6
～
R8

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□セルロースフィラーを複合

することで加飾性を有する熱可

塑性樹脂材料を開発する。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□
― ―

□□□□□□□

一般共同研究

自動車シート用PET繊
維の水平リサイクル
の実現

新規 共同 R6

PET糸からなる基布端材の有効活

用に向け、基布端材を紡糸装置

に投入可能であるペレット形状

に加工し、同程度の性能を示す

糸に再成形するために必要な技

術を確立する。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□
― ―

□□□□□□
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(注)1 本表は試験研究機関において調製する。

2 研究テーマは事業ごとにまとめ、終了、継続、新規、廃止の順に記載すること。「継続」・「新規」の判別は監査年度を基準とし、「終了」・

受託研究
（競争的資金
による研究）

A-SAP産学官金

連携イノベーシ

ョン推進事業

ＭＰＡ技術を用いた
新しい光パターンＬ
ＥＤ照明の開発

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

―

千円
3,567

(公財)浜松地域

イノベーション

推進機構

□□□□□□□
□□

受託研究
（競争的資金
以外の研究） 切削加工及び射出成形

による次世代車載用光

学部品の実用化に向け

た技術開発

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□
―

千円
440

□□□□□

受託研究
（競争的資金
以外の研究） 鋳鉄材料組織が与える

切削性への影響および

切削性評価方法の確立

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□ ―

千円
300

□□□□□□

受託研究
（競争的資金
以外の研究） 金属３Ｄプリンタ製ア

ルミ材に対するエッチ

ング効果の検証

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□
―

千円
400

□□□□□□□
□

受託研究
（競争的資金
以外の研究） 鋳ぐるみ接合による鋳

造材と積層造形材の接

合性評価

新規 受託 R6

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□ ―

千円

497

□□□□□
□
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「廃止」は、その前年度において終了、廃止したものとする。

3 継続及び新規の研究の成果、成果の活用、普及等の状況については、調書調製日現在での成果又は記載される成果及びその活用等を「研究成果」

欄、「研究成果の活用及び普及」欄にそれぞれ記載する。

4 廃止の研究テーマは、その理由を「研究成果」欄に記載する。

5 国庫補助事業及び国の委託事業を「国庫」とし、民間等の委託による研究を「受託」とする。

6 試験研究機関が単独で行う研究を「単独」、他の研究機関等と共同で行う研究を「共同」とする。後者の場合は、備考欄に共同研究相手名を記載

する。
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令和７年度 試 験 研 究 成 果 一 覧 表
（令和７年７月31日現在）

工業技術研究所

区分

事業名

研究テーマ

（細目）

研究内容

終了

継続

新規

廃止

の別

国庫

受託

単独

共同

の別

研

究

期

間

研究目的

背景等

研究成果
研究成果の活用及び
普及等の状況

特許等

帰属の

有無及

び内容

事 業 費 備

考
（前年度まで）

前年度

（全体）

本年度

新成長戦略研
究

未利用茶葉等の多用
途加工技術の開発

継続 単独
R6
～
R8

二番茶以降の茶葉や、荒茶工場

から廃棄される加工残さの茶渋

など、未利用茶葉の有効活用

と、輸出に向けた加工技術を開

発することにより、茶生産者等

の収益向上と関連産業の活性化

を図る。

次亜塩素酸水等による除菌洗

浄を施した生茶葉について、

微生物検査を行い、その効果

について検証した。また、茶

業研究センターと協力して、

茶の機能性及び香味成分を保

持する製造技術開発に取り組

んだ。

次亜塩素酸水による除菌洗

浄条件について最適化さ

れ、実際の現場で活用され

る予定。また、茶の機能

性・香味成分保持製造技術

により商品を開発予定。

千円

(2,458）
2,458

千円
515

新成長戦略研
究
（政策課題指
定枠） しずおか木製家具復

興のための県産広葉
樹活用技術の開発

継続 単独
R6
～
R7

しずおか家具の復興を目指し、

DX による強度シミュレーション

と、5軸マシニングによる自由曲

面で構成された脚物家具の設

計・製造プロセスを確立する。

これまでに、県産広葉樹の材

料試験結果に基づいた木材の

破壊基準を構築し、CAEシス

テムに実装することで家具の

強度評価が実施できることを

示した。今年度は、県産広葉

樹による脚物家具の設計製造

を実施中。

本研究で得られるDX 技術に

よるしずおか家具の設計・

製造プロセスを公開し、県

内「脚物」家具産業の出荷

額向上につなげる。

千円
(2,500）
2,500

千円
(4,000）
1,500

新成長戦略研
究

次世代輸送用機器部
品の脱炭素化に貢献
するアルミ成形加工
技術の開発

新規 単独
R7
～
R9

アルミ鋳造企業では、カーボン
ニュートラルへの取組が重要な
社会問題として提議されてい
る。工技研は、脱炭素化に寄与
する工法として半溶融成形法を
提案し、基礎から試作開発を行
い、県内企業への普及の礎にす
る。

半溶融成形法のキーポイント
となるビレットの製造技術開
発を行い、直径75mm（重量
1.5kg)までのビレットの製造
条件を量産レベルで見極める
ことができた。

県内アルミ関連企業を中心
にワーキンググループを募
集し、研究成果の報告と市
場ニーズの情報交換を行
い、研究の精度を高めつ
つ、技術普及に努める。

―

千円
(50,000)
18,266
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県単独研究

音声認識技術を用い

た自動車室内音環境

の評価に関する研究

継続 単独
R5
～
R7

電動化で大きく変わる自動車内

の音場に対して、自動車内装は

これまで以上に重要となってい

る。そこで、自動車内装が音場

に及ぼす影響をデータ化し、音

声認識技術を用いた数値化によ

る評価を試みる。

構築した音場評価システムを
用いて、自動車内装の実製品
で変化する音場を評価し、吸
音率と音声認識の関係を調べ
ている。

来年度計画している研究協

力企業による自動車内装の

製品開発で本研究成果を活

用する予定。

― ―

県単独研究

(競争的資金

による研究）

科研費

高結晶コーヒーか

す活性炭への白金

埋込による高耐久

性燃料電池触媒の

開発

継続 単独
R5
～
R7

固体高分子形燃料電池は次世代
エネルギー源として普及が期待
されているが、電極触媒の耐久
性向上が課題である。本研究で
は、活性炭のメソ細孔への白金
埋込みと触媒を用いた黒鉛結晶
化により、耐久性向上を目指
す。

Niを添加して黒鉛結晶を発達

させたコーヒーかす活性炭に

白金ナノ粒子を担持して燃料

電池触媒を作製した。発電性

能は1,075℃で黒鉛化したサ

ンプルが最も高性能であるこ

とが分かった。

電位サイクルによる耐久性
評価も実施し、高性能・高
耐久性の触媒として県内企
業にPRしていく。

千円

(5,000)

1,100

千円
(4,550)
2,513

県単独研究

三次元点群データの

デジタルツインへの

活用技術の開発

新規 単独
R7
～
R8

R3-6年度の新成長戦略研究で中
小企業版デジタルツインを開発
したが、中小企業には未だに導
入・運用難易度が高い。
この技術を中小企業に更に普及
させるために、機能および開発
方法の改善・最適化を実施す
る。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□

協力企業をモデル工場とし

て具体的事例を示し、更に

横展開して普及を図る。ま

た、静岡県IoT推進ラボでの

稼働展示や研究発表として

企業へPRを実施する。

― ―

県単独研究

学術研究助成交

付金（（公財）

飯島藤十郎記念

食品科学振興財

団）

豆乳を主原料とした

植物性ホイップクリ

ームの品質向上に関

する研究

新規 単独 R7

豆乳を主原料としたホイップク

リームについて、酸化臭を抑

え、起泡性を高める技術を開発

し、新たな植物性ホイップクリ

ームを開発する。

GC-MSにより、豆乳、生クリ

ーム、植物性ホイップクリー

ムの香気成分を測定した。複

数の捕集法を検討し、最適な

方法を絞り込んだ。

開発する植物性ホイップク

リームの技術を応用し、県

内豆腐メーカと共同で商品

開発を行う。 ―

千円
(1,000)

1,000

一般共同研究
（競争的資金
による研究）

A-STEP産学共同

（ 育 成 型 ）

(JST)

白金の超強度化技術

による大型モビリテ

ィ搭載用固体高分子

形燃料電池電極触媒

の開発

継続 共同
R5
～
R7

大型・商用モビリティへの燃料

電池搭載には、高作動域で高い

耐久性が求められる。本課題で

は、「原料の段階から白金構造

を強度化する」という合成化学

的アプローチから固体高分子形

燃料電池用空気触媒を創製す

る。

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□

千円
(5,059）

3,070

千円
(84,50）

3,391

静岡大学
あいち産業
科学技術総
合センター
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一般共同研究

ＣＮＦを用いた低環

境負荷型湿式摩擦材

の実用化に向けた開

発

継続 共同

R6
～

R7

自動変速機用湿式摩擦材（摩擦

材）にCNFを適用し、材料特性及

び摩擦特性の向上を試みる。ま

た、性能向上に関するメカニズ

ムを解明する。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□
― ―

□□□□□□□

□

一般共同研究

加飾性を有するセル

ロースフィラー複合

熱可塑性樹脂の開発

継続 共同
R6
～
R8

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□セルロースフィラーを複合

することで加飾性を有する熱可

塑性樹脂材料を開発する。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□ ― ―

□□□□□□□

一般共同研究

低コストを実現した

樹脂用途微細化セル

ロース粉体の開発

新規 共同
R7
～
R9

製紙工場の損紙を原料としてCNF

パウダーを低コストで製造する

技術開発を行う。

また、樹脂混練適性や樹脂中で

の分散性に優れた粉体として提

供可能な状態とすることを目指

す。

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□ ― ―

□□□□□

一般共同研究

高齢者の移乗・移動

介助を支援する機器

の開発

新規 共同
R7
～
R8

人手不足が深刻化する介護施設

では、利用者の立位保持や移乗

にかかる時間と身体的負担が課

題となっている。本研究では、

移乗・移動一体型介助支援機器

を新たに開発し、人間工学評価

技術で有効性を検証する。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□ ― ―

□□□□□

受託研究
（競争的資金
による研究）

環境研究総合推

進費

機械学習を活用し

た光計測、解析技

術に基づく再生プ

ラスチックの異材

混入を想定した非

破壊物性評価法の

開発

新規 共同
R7
～
R9

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□

―

千円
(2,550)

1,275

□□□□□□□

□
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(注) 1 本表は試験研究機関において調製する。
2 研究テーマは事業ごとにまとめ、終了、継続、新規、廃止の順に記載すること。「継続」・「新規」の判別は監査年度を基準とし、「終了」
・「廃止」は、その前年度において終了、廃止したものとする。
3 継続及び新規の研究の成果、成果の活用、普及等の状況については、調書調製日現在での成果又は記載される成果及びその活用等を「研究成
果」欄、「研究成果の活用及び普及」欄にそれぞれ記載する。
4 廃止の研究テーマは、その理由を「研究成果」欄に記載する。
5 国庫補助事業及び国の委託事業を「国庫」とし、民間等の委託による研究を「受託」とする。
6 試験研究機関が単独で行う研究を「単独」、他の研究機関等と共同で行う研究を「共同」とする。後者の場合は、備考欄に共同研究相手名を
記載する。

受託研究
（競争的資金
以外の研究） ポリプロピレンセル

ロース繊維複合材の

実用化を目的とした

めっき技術の開発

新規 受託 R7

□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□

―

千円
249

□□□□□

受託研究
（競争的資金
以外の研究）

生米麹を活用した発

酵食品の香り成分と

味質の変動について

新規 受託 R7

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□

―

千円
50

□□□□□□

受託研究
（競争的資金
以外の研究）

静岡県の水産物・

水産加工食品の網

羅的機能評価と有

効機能の探求シス

テムの開発

新規 受託 R7

□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□

―

千円
1,198

東京科学大学

受託研究
（競争的資金
以外の研究）

竹活性炭を担体とし

た燃料電池触媒の

耐久性に関する研

究

新規 受託 R7

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□
―

千円
800

□□□□□□

受託研究

（競争的資金

以外の研究）
持続可能な地産地消

型バイオガスエネ

ルギー供給技術の

開発と実証

新規 受託 R7

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□

千円

1,500

□□□□□
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沼津工業技術支援センター

区分

事業名

研究テーマ

（細目）

研究内容

終了

継続

新規

廃止

の別

国庫

受託

単独

共同

の別

研

究

期

間

研究目的

背景等

研究成果
研究成果の活用及び

普及等の状況

特許等

帰属の

有無及

び内容

事 業 費 備

考
（前年度まで）

前年度
（全体）

本年度

県単独研究

本県オリジナル酒
造好適米「令和誉
富士」を用いる清
酒の醸造技術の確
立

継続 単独
R6
～
R8

令和５年度より使用を開始して
いる新たな本県オリジナル酒造
好適米「令和誉富士」の原料米
特性及び醸造特性などの特徴を
明らかにするとともに、本酒造
好適米を用いる清酒の醸造技術
の確立を目指す。

今年度予定している清酒小仕

込み試験に向けて、安定した

製麴試験の実施条件を検討し

ている。また、製麹した米麴

の新たな評価方法についても

検討を進めている。

本研究にて得られた成果

は、酒造研修会や工業技術

研究所研究発表会にて報告

し、県内酒造メーカーに普

及を図る。また、「誉富士

推進協議会」を通じて、当

該米の生産農家に対しても

広く普及を図る。

― ―

一般共同研究
（競争的資金によ
る研究）

先端産業創出プロジ

ェクト革新技術創出

補助金（静岡県）

整形外科用インプ
ラントの強度評価

継続 共同
R6
～
R7

高齢化に伴って、一般的な斜骨
折ではなく、横骨折を含む非定
型骨折という新たな症例が急増
している。本研究では、近年急
増している症例に対応可能な新
規インプラントを試作し、曲げ
強度を評価する。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□

― ―

□□□□□□□

受託研究
（競争的資金以外
の研究）

機能性成分エルゴ

チオネインを含む

藻類エキスの抽出

条件の検討と機能

性評価

新規 受託 R7

□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□ ―

千円
742

□□□□□□□

受託研究
（競争的資金以外
の研究） プラズマ照射によ

る柑橘果皮中のス

コパロン生成の評

価

新規 受託 R7

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□

―

千円
272

□□□□□□□
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(注)1 本表は試験研究機関において調製する。
2 研究テーマは事業ごとにまとめ、終了、継続、新規、廃止の順に記載すること。「継続」・「新規」の判別は監査年度を基準とし、「終了」・
「廃止」は、その前年度において終了、廃止したものとする。
3 継続及び新規の研究の成果、成果の活用、普及等の状況については、調書調製日現在での成果又は記載される成果及びその活用等を「研究成果」
欄、「研究成果の活用及び普及」欄にそれぞれ記載する。
4 廃止の研究テーマは、その理由を「研究成果」欄に記載する。
5 国庫補助事業及び国の委託事業を「国庫」とし、民間等の委託による研究を「受託」とする。
6 試験研究機関が単独で行う研究を「単独」、他の研究機関等と共同で行う研究を「共同」とする。後者の場合は、備考欄に共同研究相手名を記載
する。

受託研究

（競争的資金以外

の研究）

令和７年静岡県清

酒鑑評会出品酒に

関する品質調査及

び品質向上に向け

た新規静岡酵母の

選抜

新規 受託 R7

□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□ ―

千円
310

静岡県酒造組合
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富士工業技術支援センター

区分

事業名

研究テーマ

（細目）

研究内容

終了

継続

新規

廃止

の別

国庫

受託

単独

共同

の別

研

究

期

間

研究目的

背景等
研究成果

研究成果の活用

及び

普及等の状況

特許等

帰属の

有無及

び内容

事 業 費 備

考
（前年度まで）

前年度

（全体）

本年度

県単独研究

廃棄衣料の古紙代替

利用に関する研究
継続 単独

R6

～

R7

デジタル化や広告媒体の切替など

で紙の使用量が激減し、トイレッ

トペーパーなどに使う古紙は、今

後、不足すると予測されている。

本研究では、不足する古紙の代替

として、廃棄衣料を利用すること

を目的とする。

廃棄衣料を古紙代替として利

用するための解繊条件を確立

した。解繊した衣料を古紙パ

ルプに混合して作製した手抄

き紙の物性を確認し、古紙パ

ルプ100%の製品と同等の性能

を有することを確認した。

廃棄衣料を古紙原料の代わり

に利用する際の手法を技術指

導、紙・パルプ業界誌などを

通して普及する。 ― ―

県単独研究(競

争的資金による

研究）

科研費

説明可能なＡＩを用

いた牛群中での乳牛

の序列を決定する要

素の解明

継続 共同

R6

～

R8

酪農において、個体管理が難しい

群飼育環境の乳牛について、画像

及び生体データを用いて個体ごと

の序列を判定する深層学習モデル

を作成し、説明可能なAIで解析す

ることで、序列決定に必要な特徴

量を解明する。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□
千円
(850)

850

千円
350

畜産技術研究所

日本工業大学

県単独研究

パルプ繊維の水中形

態変化に着目した紙

の低密度化現象の解

明

新規 単独

R7

～

R9

パルプ繊維を加温処理すること

で、これから作製した紙が低密度

化することを当所研究員が発見し

た。この際のパルプ繊維の変形挙

動と紙の低密度化の間の因果関係

を学術的観点から明らかにする。

現在長時間加温処理した際の

パルプ繊維の変形挙動観察を

行うため、観察装置の作製を

行っている。

得られた結果について、学術

的な論文投稿や学会発表を行

い成果を普及する。なお、本

課題に関連した昨年度の研究

成果を第68回-2025年紙パル

プ技術協会静岡年次大会にて

発表を行う。

―

千円

150

県単独研究

AIを活用した再生紙

の白色度の予測に関

する研究

新規 単独

R7

～

R8

再生紙工場では原料古紙品質に因

らず一定の製品品質が要求され

る。DX推進の一環として、AIで古

紙原料･古紙処理条件等から再生

紙の白色度を予測する技術を開発

し、古紙処理処方を最適化するこ

とを目的とする。

再生紙工場の協力を得て、操

業データからの予測モデル作

成を目標に、原料や古紙処理

条件、センサーデータ、製品

の光学データ等を取得・収集

し、作成したデータセットで

の機械学習による予測が可能

か調査中である。

AIを活用して、古紙処理工程

からデジタルデータを収集す

ることで、製品の白色度を予

測する方法を明らかにして、

再生紙工場の古紙処理最適

化・効率化のための提案に繋

げる。

― ―
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(注)1 本表は試験研究機関において調製する。

2 研究テーマは事業ごとにまとめ、終了、継続、新規、廃止の順に記載すること。「継続」・「新規」の判別は監査年度を基準とし、「終了」・

「廃止」は、その前年度において終了、廃止したものとする。

3 継続及び新規の研究の成果、成果の活用、普及等の状況については、調書調製日現在での成果又は記載される成果及びその活用等を「研究成果」

欄、「研究成果の活用及び普及」欄にそれぞれ記載する。

4 廃止の研究テーマは、その理由を「研究成果」欄に記載する。

5 国庫補助事業及び国の委託事業を「国庫」とし、民間等の委託による研究を「受託」とする。

6 試験研究機関が単独で行う研究を「単独」、他の研究機関等と共同で行う研究を「共同」とする。後者の場合は、備考欄に共同研究相手名を記載

する。

一般共同研究

加飾性を有するセル

ロースフィラー複合

熱可塑性樹脂の開発

継続 共同

R6

～

R8

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□セル

ロースフィラーを複合することで

加飾性を有する熱可塑性樹脂材料

を開発する。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□ ― ―

□□□□□□□

一般共同研究

製造業の未利用繊維

を活用した繊維/樹

脂複合体の開発

新規 共同
R7

～
R9

製紙業等の生産工程から再利用で

きずに排出される未利用の繊維に

着目し、これらを繊維原料化し樹

脂と複合する技術を開発し、廃棄

物及び環境負荷の少ないセルロー

ス/樹脂複合体を製造する。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

― ―

□□□□□□□

一般共同研究

低コストを実現した

樹脂用途微細化セル

ロース粉体の開発

新規 共同

R7

～

R9

製紙工場の損紙を原料としてCNF

パウダーを低コストで製造する技

術開発を行う。

また、樹脂混練適性や樹脂中での

分散性に優れた粉体として提供可

能な状態とすることを目指す。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□ ― ―

□□□□□

受託研究

（競争的資金以

外の研究）

新規古紙原料の探索 新規 受託 R7

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□。

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□

―

千円

729
□□□□□
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浜松工業技術支援センター

区分

事業名

研究テーマ

（細目）

研究内容

終了

継続

新規

廃止

の別

国庫

受託

単独

共同

の別

研

究

期

間

研究目的

背景等
研究成果

研究成果の活用

及び

普及等の状況

特許等

帰属の

有無及

び内容

事 業 費 備

考
（前年度まで）

前年度

（全体）

本年度

新成長戦略研
究

金属３Ｄプリンタを
活用したものづくり
支援のための積層造
形技術開発

継続 共同
R5
～
R7

製造現場では開発期間短縮や
軽量化等の解決のため、その
手段の１つとして金属3Dプリ
ンタの使用が期待されている
が、金属粉体材料が高額なこ
とや物性・造形精度など様々
な課題があり普及が進んでい
ない。

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□

千円
（20,500)
15,500

千円
（34,976）

14,476

□□□□□□□
□□□□□□□
□□□□□□□
□□□□

県単独研究
コミュニケーションラ

イティング技術の社会

実装に向けた製品化支

援－光学設計技術によ

る照明性能を向上させ

る手法の開発－

継続 単独
R6
～
R7

光を通すだけで図形を投影で
きる光学素子「マイクロプリ
ズムアレイ」は、投影面積が
大きい場合に明るさと解像度
が低下する課題がある。本研
究では複数の光源を用いてこ
の課題を改善させる方法につ
いて検討する。

多灯化MPAで投影される複数
のV字形状の像の品質を評価
するために、それらの像の類
似度を定量的に求める手法
を、画像処理技術を用いて構
築した。

光学シミュレーション技術
を活用し、県内の傷検査装
置や医療機器検査装置の高
性能化に向けた開発を支援
した。

― ―

県単独研究

自動車用大型樹脂部品

の熱変形シミュレーシ

ョン手法の開発

継続 単独
R6
～
R7

自動車への導入が進む樹脂部品
は、複雑な熱変形挙動を示す。
本研究では、CAE(シミュレーシ
ョン)による樹脂部品の熱変形
予測精度の向上のため、モデル
の最適化及び熱変形測定機能の
改良を行う。

恒温槽内の熱変形・ひずみの
測定範囲を750×500mm以上
と、従来より大幅に拡大させ
た。これにより、熱変形測定
可能な自動車用樹脂部品が増
加し、CAEと実測との比較が可
能となる。

開発した手法について、3Dス
キャナやCAE関連の技術相談や
研究会及びセミナ－等での普
及活動を行う。また、得られ
た物性データを公開する計画
である。

― ―

県単独研究

材料特性データに基づ

く高張力鋼（ハイテ

ン）板の成形工程削減

継続 単独
R6
～
R7

自動車軽量化のためハイテン板
が増えているが、形状戻り等の
問題で金型修正増加が課題であ
る。シミュレーションによる金
型形状検証が必須のためハイテ
ン板の物性データを取得し、金
型修正工程削減を目標とした。

取得した物性データを元に、
研究会会員企業９社の協力で
ハイテン板の成形シミュレー
ションを行い、実部品と形状
比較・精度検証を行った。結
果から精度向上に必要な物性
データを探り、更なる精度検
証を行う予定。

取得した物性データはプレ
ス・金型企業と共有し、プレ
ス加工や金型製作への適用を
進める。

― ―
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(注)1 本表は試験研究機関において調製する。

2 研究テーマは事業ごとにまとめ、終了、継続、新規、廃止の順に記載すること。「継続」・「新規」の判別は監査年度を基準とし、「終了」・

「廃止」は、その前年度において終了、廃止したものとする。

県単独研究

(競争的資金

による研究）

科研費

生分解性樹脂ＰＨＡと

ＰＣＬの混合樹脂から

なる繊維における生分

解抑制要因の解明

継続 単独
R6
～
R8

海洋生分解性樹脂PHAとPCLを混
合して繊維に成形すると海水中
での耐久性が向上するが、その
機構は明らかでない。酵素や微
生物を用いた繊維の分解試験や
分解形態の比較から、分解を抑
制する因子を推定する。

PHAとPCLの混合比率や成形条
件を変化させた複数種の繊維
を作製し、酵素による分解試
験を行った。また海水中での
微生物による分解速度の測定
を開始した。

7月に開催された国際学会にお
いて口頭発表１件、国内学会
においてポスター発表１件を
行った。

千円
(2,600)

2,600

千円
(4,680)
1,060

県単独研究

80MHz以下の周波数に

おける放射イミュニテ

ィ試験法の開発

新規 単独
R7
～
R8

車載電子部品の放射イミュニテ
イ試験についても車両本体と同
様、20MHzから要求されること
があるが、実施できる機関は極
めて限られる。本研究では20～
80MHzの放射イミュニティ試験
法を開発する。

ある限られた条件（垂直偏
波）では、すでに20MHz～
80MHzの周波数帯について１m
の試験距離で100V/mの電界強
度の放射イミュニティ試験法
を開発している。

試験法の開発後、設備使用に
供する。この周波数帯での放
射・伝導イミュニティ試験特
性の違いや車両本体に対する
試験との違いが理解でき、技
術相談に活かせる。

― ―

県単独研究

ＣＦＲＴＰのリサイク

ルに向けた成形技術の

開発

新規 単独
R7
～
R8

軽量化やリサイクルは、輸送機
器産業における共通課題であ
る。CFRTPはリサイクル性の高
い軽量高強度材として注目され
ているが、リサイクル時に強度
が低下するなど課題があり、そ
の解決方法が求められている。

強度低下の原因として考えら
れる炭素繊維の短繊維化を抑
制するため、トランスファ成
形機を用いた成形技術の確立
を進める。展示会等に出展
し、得られた技術的知見の広
報を進めている。

浜松地域CFRP事業化研究会と
協力して、研究成果を広く普
及させるとともに、CFRTPのリ
サイクル技術の優位性を確立
する。

― ―

一般共同研究

三次元的な温度分布予

測を用いたレーザー樹

脂溶着技術の確立

新規 共同
R7
～
R8

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□

― ―

□□□□□□□
□□□□

受託研究
（競争的資金
以外の研究） 金属３Ｄプリンタ製ア

ルミ材に対する酸性エ

ッチング処理の検証

新規 受託 R7

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
□□

□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□
□□ ―

千円
399

□□□□□□□
□
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3 継続及び新規の研究の成果、成果の活用、普及等の状況については、調書調製日現在での成果又は記載される成果及びその活用等を「研究成果」

欄、「研究成果の活用及び普及」欄にそれぞれ記載する。

4 廃止の研究テーマは、その理由を「研究成果」欄に記載する。

5 国庫補助事業及び国の委託事業を「国庫」とし、民間等の委託による研究を「受託」とする。

6 試験研究機関が単独で行う研究を「単独」、他の研究機関等と共同で行う研究を「共同」とする。後者の場合は、備考欄に共同研究相手名を記載

する。
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